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福音書からのメッセージ 

イエスはその人に、「鋤に手をかけてから

後ろを顧みる者は、神の国にふさわしくな

い」と言われた。 

 （ルカによる福音書 9章 62 節） 

 

イエス様に従うとは、どういうことなの

でしょう。「わたしに従いなさい」という

呼びかけに、わたしたちはどうこたえてい

けるのでしょうか。 

旅を続けるイエス様の元に、三人の人が

来ました。彼らには、イエス様の弟子にな

りたいという思いがあったようです。しか

し最初の人には「わたしに従っても落ち着

く所すらないぞ」と言われ、従う前に父を

葬らせてほしいという人には「死んでいる

者に死者を葬らせろ」と言われます。そし

て従う前に家族にいとまごいをさせてほ

しいという人には「そのような者は神の国

にふさわしくない」とまで言われます。 

とても厳しい言葉です。イエス様に従う

とは、これほどまでに大変なことなのだろ

うかと、恐れさえ感じてしまいます。父を

葬るのもダメ、家族にあいさつするのもダ

メというのは、わたしたちの感覚からする

と、「ちょっと冷たいんじゃないの」と言

わざるを得ません。 

わたしは今、牧師として毎日を過ごして

います。イエス様に呼ばれ、福音を伝える

ために生きているつもりです。しかしイエ

ス様が求めるように、「服従」しているか

というと、「そうだ」と胸を張っていうこ

とはできないんですね。いろいろな人のお

葬式にも行きますし、献身してからも家族

としょっちゅう連絡を取っている。ゆっく

りと枕する場所もある。24 時間 365 日、

ひらすら神の国を広めるための働きをし

ているかというと、そうでもない。 

聖書をそのまま読むならば、わたしは弟

子の覚悟もできていないくせに従ってい

るつもりになっ

ている者だとい

うことになりま

す。そして多くの

人も、「わたしも

そうなのかもし

れない」と思っていることでしょう。しか

しイエス様は、自分に従うことの厳しさだ

けを伝えようとされているのでしょうか。 

「よそ見をしてはダメ」、今日の言葉が

そのようにだけ聞こえるならば、わたした

ちにはイエス様の言葉の本当の意味が伝

わっていないのかもしれません。たとえば

お母さんが自分の子どもに「よそ見をしな

いで」と言うとき、そこにはどのような意

味があるでしょうか。まっすぐ前を向きな

さいということもあります。そして「お母

さんの歩く姿を見て、真似をしなさい」と

いうことも、とても大事な意味です。 

同じようにわたしたちも、よそ見をせず、

イエス様の背中を見て、真似ることが求め

られていたとしたら、どうでしょう。イエ

ス様は様々な人に寄り添いました。病気の

人、貧しい人。そして社会の片隅にいた人

や追い出されたような人たち、罪人、徴税

人、娼婦、子どもたち、そのような人の手

を取り、歩まれました。そしてイエス様は

わたしたちを生かすために十字架へと向

かわれました。 

その歩みを知り、イエス様に倣う。自分

のことだけにとらわれずにひたすらイエ

ス様の背中を見続ける。それがイエス様に

従うということなのではないでしょうか。 

 

桃山基督教会 

〒612-8039 

 京都市伏見区御香宮門前町 184 

℡/Fax 075-611-2790 

メールmomoyama.kyoto@nskk.org 

＜教会ホームページ＞ 

http://momoyama.hannnari.com/ 


